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　　表紙の写真

水墨画　「画　虎」

         　　水墨画愛好のOB会では､通常、山水画を描いています。　

　　　　　　 ある日突然、それまでの山水画から突如､動物画のテーマを与えられました。

         　　初めてなので描けないと思いつつ筆を進めたところ､思ったより筆が進み

       　　  何とか完成した作品です｡ 出来上がってみれば、自信作ではあります｡
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昭和鯱城会活動 

３３期生対象地域ミーティング（高齢者体験講習） 

31 期 （文化Ａ） 川原 下和田 学 

 

6 月 17 日､昭和社協センターで行われた 33 期生の高齢者体験講習に､ＯＢとして参加 

しました。 

高齢者になるための装備が､次のとおり全身に装着する 

のが大変です。両膝・両肘にサポーター、手首・足首に重りを 

装着、ベストを着てポケットに重りを入れ、さらに防音ヘッド 

セット、白内障想定ゴーグル、手袋、杖。30 分ほどで一人前 

の高齢者誕生し、これから日常生活に起こるであろうミッションをこなしていきます。 

ミッション 1 小銭入れから指定された金額を 

取り出して､支払いをする。 

ミッション 2 ペットボトルの蓋を取り､コップに 

水をそそぐ。 

ミッション 3 階段を二階から一階へ、一階の 

自販機で水を買う｡（模擬） 

また二階まで帰る。 

ミッション 4 新聞やチラシを読む。 

ミッション 5 マジックで枠の中に名前を書く。 

以上のミッションを介助者の助けにより何とか 

クリアできましたが、これらのミッションを行うのに 

最も苦労するのは、視界が極端に悪くなることで､ 

すべての行動が制約を受けることです｡ 

介助なしでは身動きができない状況が､目前に迫っていると思うと 

暗澹たる気持ちになりますが、一日でも長く今の状況を維持できる 

よう､日々精進しなければと感じた講習でした。 
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行事レポート 

レゴランド隣接のザ・アミーゴス メイカーズピア店でバーベキュー 

                     32期（地域A） 松栄 水野 晃 

今年、昭和鯱城会に入会しました、32期の水野晃と申します。 

レゴランド隣接でのバーベキュー企画と聞き、子供時代にハゼ釣り行った稲永を思い出し、半分は

バーベキュー、半分は60年以上前の桜山から市電の終点西稲永への記憶を思い出しつつ 参加し

ました。（かなり不純な動機での参加です） 

当日の5月14日は、あいにくの雨と強風でコンデイションは良くありませんでしたが、おかげで   

会場は貸切状態となり､我々だけで楽しめました。 

普段は、あまり目にすることのない分厚い肉を､同窓の細野さんの手際よい焼っぷりでおいしく   

いただきました｡飲み放題のビールも美味しかったです。鯱城学園に入ってから昼間に飲むことが 

多くなりましたね。（自己責任です） こういった集いは、言いっぱなし・聞きっぱなしでなく､参加者で

会話ができるので良いことだと思います。次回を楽しみにしています。 

 

 

 

 

後半の感想ですが､ハゼ釣りに行った西稲永は全く変わっていました｡ハゼ釣りをしたところは、  

埋め立てられて陸地になっていました。 

空襲で赤茶色の工場跡だった愛知航空機永徳工場は、再建されて愛知機械工業株式会社と  

なっていました。汐止の先にあった名港立突堤は､もちろん何もありません。よく内田橋からの渡船

で､釣りにいった突堤でしたが・・・ 

帰りは一人別行動をとりました｡理由は､愛知航空機工場の南西に延びる､水上飛行機の発着場跡

の確認です。ゼロ戦は多くの方がご存知ですが、実は真珠湾に愛知航空機製の99式艦上爆撃機も 

出撃しています｡（戦争肯定派ではないので戦果は触れません）また、終戦直前にアメリカ本土爆撃用

に作られた『晴嵐』は､当時としては潜水艦に３機詰め込む離れ業をなした飛行機でもあります。そん

な、晴嵐も試験飛行に飛び立ったであろう発着場跡は? ! ありました。飛び立った飛行機を想像しつ

つ､ 雨の中を帰宅しました｡帰りは市バスを利用したおかげで築三町・一州町・大手橋等､なつかしい

道を見て本当に良い一日でした。 

企画をされた方、参加された会員の皆様に感謝いたします。 
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行事レポート 

第１回カラオケ大会 

                     29期（生活Ｂ） 広路 阪本 勝 

 

6月4日、行事委員会の企画で『第1回カラオケ大会』が行われました。 

場所は、栄のシダックス。 昼食を兼ね13時スタート予定なので、 

13時少し前に到着すると我々のグループ以外に、鯱城学園のＯＢの 

ような女性が5人、受付を待っていました。 

今回の参加者は10人なので、パーティールームを期待していましたが、隣同士の2部屋に 

6人と4人に分かれて入り、スタートです。 

先ず、昼食とビールをオーダーするも、スタッフ不足なのか、 

10分以上待ってもビールすら出てこない。 2～3曲歌った頃に 

やっとビールが登場！ 乾杯してエンジンが掛かり、マイクが 

行ったり来たり。 食べ物も出て来て、歌いながら腹ごしらえ 

しながら選曲、まさに宴たけなわの盛り上がり！ 

流れる曲は、40～50年くらい前の聞き慣れた曲ばかり。 皆が、第一線でバリバリやっていた 

時代に流行った曲がほとんどで、誰もが口ずさめ、楽しく聴けました。 

中には、我々にとって新曲と思える10年くらい前の曲も飛び出し、拍手喝さい！ 

 

 

 

 

                        

 

第２回大会の企画をお願いいたします。 



令和元年度10月～12月の行事予定

行事委員会

◆季節の「和菓子作り」に挑戦

     秋の味覚 「栗きんとん」 作りをしてみませんか｡

     光月店主の大野氏が､丁寧に楽しく指導してくださいます｡

・日時……10月17日(木)   9時30分～12時

・場所……昭和社会福祉協議会 (予定)

・会費……1,000円

・申込み……9月27日(金)まで

・持ち物……エプロン､バンダナ､タオル等

◆紅葉の白鳥公園で「茶会」開催

     気楽な茶会と昼食会を､皆様と一緒に過ごしましょう｡

     お気に入りの茶碗をお持ちでしたら､ご持参ください｡

・日時……11月12日(火)   10時～12時30分

・集合場所……地下鉄名城線「神宮西」4番出口

・会費……2,500円程度 (和菓子､昼食代含む)

・申込み……10月25日(金)まで

 

◆宗次ホールで「コンサート鑑賞と忘年会」開催

     宗次ホールで歌とピアノ演奏を楽しんだ後､

     皆様と一緒に忘年会を楽しみましょう｡ (会場未定)

・日時……12月12日(木)   11時～15時

・集合場所……中区役所  1Fロビー

・会費……3,000円程度 (飲み物は､各自精算)

・申込み……11月28日(木)まで

参加を希望される方は､電話又はメールにて下記の行事委員､又は学区幹事に

お申込みください｡

     行事委員長 ： 山口勝弘  (携帯：090-3303-0073)

行事案内
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会員の広場  

 

二八会（ニハチカイ） 

 

              29 期（園芸）村雲 宮地 喜好 

 

28 期の方から 29 期生に､合同で食事会の誘いがありました｡29 期から 8 人が参加 

し､総勢で 21 人の会となりました｡（男性 8 人・女性 13 人） 

日 時：5 月 10 日金曜日 12 時より 

場 所：28 期生Ｓさん宅にて 

きれいに手入れされている中庭には､季節の花バラが色とりどり見事に満開、美しい 

花にはとげが有ると言われていますが、バラはその代表の花だとは思います｡ 

この時期に咲く花の内､一番人気の花だと思います。（バラの花で有名な曲は、加藤 

登紀子の『100 万本バラ』、マイク真木の『バラが咲いた』など､数多くの名曲が 

あります。） 

食事会の席は､くじ引きで決定します。引いたくじ番号と､ 

テーブルに付いた同じ番号を探して着席です。隣の席に誰が 

座るのか楽しみです。全員が着席したところで乾杯です。 

先ずは腹ごしらえからです。Ｓさん手製のユリ根の天ぷら、 

メロンの上に乗った生ハム、鶏の空揚げ、サラダ、すし等､ 

お酒のおつまみがたっぷりです。 

女性陣のみ､ドイツ産のアイスワインを賞味されました。 

隣の女性Ｋさんに聞いたら「ゴージャスな甘みで美味しかった」 

とのことでした。 

話の花がそこら中に咲き、皆さんほろ酔い気分になって､ 

くつろいでおられる。食事の後のコーヒー＆シュークリーム、 

デザートは豪華器に入った手づくりのフルーツポンチで美味 

しく、お腹は一杯のはずなのに二度もお代わりです。 

引き続いて､その場で余興の始まりです。私は何も芸が無く､皆さんの得意な芸が 

見られて､とても良かったです。詩吟・民謡・ 

クラシックギターの演奏・フオークソング・ 

ハ―プ演奏など､楽しい時間を皆さんと共に 

過ごす事が出来ました｡ 

有難う御座いました。 
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①　２月２６日（火）
　　名古屋市天白区（地下鉄鶴舞線「平針駅」より） ３分咲

７００本のしだれ梅各種
②　３月２９日（金）
　　豊川市（名鉄豊川線「諏訪町駅」より） ３分咲

両岸のソメイヨシノと菜の花が美しい
③　３月３０日（土）
　　瑞穂区石川橋より山崎川下流へ ３～４分咲

２．８kmにわたり　６００本
④　４月９日（火）
　　長野県伊那市（天下一の桜） ２～３分咲

高遠城址公園に１５００本
⑤　４月１６日（火）
　　豊川市萩町（名鉄本線「名電赤坂駅」より） 散り盛ん

冨士神社、善住禅寺境内に約４０００株
⑥　４月１９日（金）
　　守山区（ユトリートライン「東谷橋」バス停より） 散り終り

約１０００本のヤエベニシダレやソメイヨシノ
⑦　４月２５日（木）
　　津島市（名鉄津島線「津島駅」より） ３～４分咲

１２種類・１１４本　　藤棚　長さ２７５ｍ
⑧　５月１２日（日）
　　長野県（妻籠宿～昼神温泉に向かって） 散り終り

南木曾町～阿智村の国道沿いが桃源郷

★天王川公園　　　　藤（九尺藤ほか各種）

★花桃街道（国道２５６号沿い）　ハナモモ

★ｄｅｌａ　ふぁーむ　　しだれ梅

★佐奈川堤　　　　桜のトンネルと菜の花

★山崎川四季の道　　　桜（ソメイヨシノ）

★高遠城址　　 桜（タカトウコヒガンザクラ）

★豊川・萩町　　躑躅（コバノミツバツツジ）

★東谷山ﾌﾙｰﾂﾊﾟｰｸ　桜（ヤエベニザクラ）

会員の広場 
 

今年の花の「見頃」は？ 
 

26 期 （福祉） 川原 藤田 保志 

 

 私は、毎年季節毎のいろいろな花を見に行くのが大好きです。 

今年も「梅・桜・ツツジ・藤・花桃」と各地を巡ったが、丁度良い「見頃」（一般的には８～９分

咲）には、なかなか行き会えなかった。 

これは、私の日頃の行いが悪いのか？ はたまた信心が足らないのか？と思う。 

以下が、平成の終わりから令和の始めにかけての、私の花見の結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上のように、今年は散々の結果でした。次回からは事前によく調べてから行動したいと

思います。「花」は、年によっては開花時期が１～２週間前後するのでネットや問い合わせで

「見頃」を外さずに楽しみたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

ｄｅｌａふぁーむのしだれ梅      豊川市萩のツツジ         高遠城址の桜 
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会員の広場 

博物館を楽しむ Ｎo.2 東海焼き物の町 

３１期 （地域Ａ） 松栄 細野 博行 

 昨年秋から本年春まで東海地方の陶磁器に縁のある焼き物の町に博物館を訪ねて

ウオーキングした。8 回にわたり訪れ、博物館は 12 施設あった。東海の焼き物の原

点は古代から中世に栄えた猿投（さなげ）古窯で、他の地域に波及し発展した。古窯

は、東西は名古屋市東山から三好市・豊田市まで、南北は瀬戸市から刈谷市にまたが

る 20ｋｍ四方の範囲にある。これまで５百基以上の窯跡が発掘調査された。 

最初に瀬戸市にある愛知県陶磁美術館を訪れた。施設の規模が大きく、国内から海

外まで古代から現代までの陶磁器を展示し、歴史資料にも詳しい。当日は瀬戸駅周辺

で「せともの祭り」があり会場まで６キロ歩き、陶器安売りテントを巡り瀬戸蔵資料

館に入館した。 常滑市は陶器まつりの日に行った、主会場の競艇場には食べ物屋台

に陶器卸売、地域団体など多くの出店があった。市街を陶器工房を縫うように整備さ

れた散歩道を歩き、陶の森にある資料館では生活用具の土管や壺、急須など展示して

いる。 あま市七宝焼アートヴィレッジと名古屋市のノリタケの森ミュージアムでは

華やかな工芸陶器の展示があり、製作工程を知ることができる。高浜市は三州瓦の生

産地で瓦生産の国内シェアは７割を占める。「鬼みち」と命名された５キロの散歩路

があり、「かわら美術館」には巨大な鬼瓦や古代の瓦の展示がある。 

岐阜県東濃地区では瑞浪市陶磁資料館から国道１９号線を南下した。国道に歩行者

は皆無で橋では歩道が片側しかなく横断に苦労した。土岐市の織部の里公園の窯跡で

は 400年前に美濃志野焼が焼かれた。ここに美濃陶磁資料館がある。多治見市では国

道から台地に登ると美濃焼ミュージアムがある。美濃焼の展示点数が豊富で、人間国

宝の荒川豊蔵作品室もあった。多治見駅まで１７キロ歩いた。この日は文化の日で入

館料は無料だった。 他日に多治見市の国宝永保寺を見学の帰途、タイルミュージア

ムを訪れた。建物デザインがユニークで、可愛いタイルがあり女性に人気の施設だ。 

 三重県は四日市市川原町の旧東海道を歩いて土鍋で有名な萬古焼会館を訪ねた。伊

賀市は陶土に恵まれ中世の窯跡が多数あり、上野城祉を散策し忍者ショー見物してか

ら、伊賀信楽古陶館に入館した。しかしいまは伊賀市は観光の町だ。 
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特別寄稿 

32 期 民謡クラブ  戸谷 和代 

現役民謡クラブは、33 期生の入部者がいなかった為、平成 31 年で廃部になりました。 

本当に残念ですが、入学者の減少や民謡クラブの良さをアピール出来る場が無く、人気が有りま

せんでした。 

私は「唄って踊れる鯱城生を目指そう！」と、安易な動機で入部しました。 

会社勤めの頃には出来なかった「着物を着て」踊って唄いたい！ 私は、浴衣の着付けも、 

踊りもできない初心者で民謡クラブへ入部しました。 

民謡はちょっと時代遅れ、テンポが遅いと思っていましたが、入部してとても楽しく良かった。 

ずっと続けていきたいと思いました。やはり古くから受け継がれていて 

歴史のある日本の伝統文化は、奥深く素晴らしいです。 

「郡上踊り」の研修旅行では、老若男女がお囃子に合わせて一緒に 

踊る楽しさを体験でき、昔から続く日本の伝統行事を堪能しました。 

踊りは上手くはなりませんでしたが、鯱城出身の先生のご指導の下、 

皆で練習して文化祭の鯱城ホールの舞台に出演しました。多くの人に 

見てもらえたのが、一番楽しかった学園生活の想い出です。 

現在は、『鯱城民謡クラブ OB同好会』に入会、鯱城学園と同じ先生 

のご指導のもと先輩方（10 期から 32 期の方々、総勢 103 名の大所帯） 

と一緒に､週一回の稽古に楽しく参加しています。 

32 期の方に､高齢者施設や老人会の催し等に声掛けしていただき、ボランテイアで出演 

しました。結果、喜んで頂けたのが嬉しくて、活動を継続しています。 

盆踊り「百まで踊ろう」の唄のとおり、今後も 

仲間たちと踊り唄いながら過ごしていけたら楽しい 

人生を送れるなと思っています。 

昨今、高校のダンスチームが、大人気です。 

「ダンシングヒーロー」も再ヒットで、若者も盆踊り 

に参加しています。 

来年のオリンピック開催中の夜は、日本中で盆踊り大会が催され、世界中の人達と一緒に 

なって踊りの輪が繰り広げられるはずです。 

 

 

 

 

 

 

 

できれば、もう一度「民謡クラブ」が復活してほしいと切に願っております。 
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鯱城会新ホームページ（ＨＰ）で 

昭和鯱城会を見よう！！ 

平成３１年２月１日より、鯱城会新ＨＰの試験運用が始まりました。（本格運用は４月から） 

早速、ＨＰを開きましょう（今回、YAHOO！JAPAN のインターネットページから入ります） 

①   

 

 

 

②  鯱城会新ＨＰが表示されます。向かって右中ほどに『昭和鯱城会』があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 昭和鯱城会の画面の『区鯱城会内お知らせ』『スケジュール』に、会員宛の情報を掲載 

することが出来ます。 

掲載は、毎月第 1・第 3 月曜日に鯱城会で掲載の処理を行います。  掲載の要請は、

第１・第 3 月曜日の前の金曜日迄に、ＨＰ担当者（現在は阪本 勝）のＰＣアドレス 

（kojoh2017@yk.commufa.jp）へお送り下さるようお願いいたします。 

ＨＰ担当者が、鯱城会の担当者に掲載依頼を提出します。 

尚、添付資料がある場合は、ＰＤＦに変換して添付して下さい。 

YAHOO!の検索欄に『こじょうかい』 と入力し、 🔍検索 をクリックする 

 

『昭和鯱城会』を 

クリックして下さい！ 

昭和鯱城会の画面が、 

表示されます。 

mailto:kojoh2017@yk.commufa.jp
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編 集 後 記 

毎回、鯱城会だよりへの寄稿を多くの方々にお願いしておりますが、なかなか引き受

けていただけないのが現状です。 今回発行の９７号も寄稿が予定数を下回り、ページ

数が確保できるか心配しましたが、何とか発行することができました。ご協力いただいた

方々に感謝申し上げます。 

 10月に開催されます、『第１７回趣味の作品展』の出展受付が始まっています。昨年

は 70件の出展がありました。今年は、昨年を上回る出展数を確保いたしたく、皆様の

ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

第１７回「趣味の作品展」作品募集 

  ○作品展示期間 ： 10 月 21 日（月）午後 1時～10 月 24 日（木） 

      ＊但し、10 月 22 日（火）は、即位礼正殿の儀（祝日）で休み 

     ○作品展示会場 ： 昭和区役所 6階会議室 

     ○募集作品 ：    洋画・日本画・水墨画・版画・書       

短歌・俳句・川柳・彫刻・革工芸     

紙工芸・ガラスアート・手芸・刺繍 

染色・写真・盆栽・陶芸・ガラス工芸 

絵手紙等                    

      ○出展申し込みは、学区幹事までお知らせ下さい 

昭和鯱城会 「昭和こじょう会便り」 2019 年 9 月９７号 
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